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平
成
23
年
度
事
業
計

画
等
を
円
滑
に
推
進
す

る
た
め
役
員
、支
部
長
・

事
務
職
員
合
同
会
議
が

６
月
23
日
、
電
気
工
事

会
館
で
行
わ
れ
た
。

　
会
議
に
先
立
ち
東
日

本
大
震
災
で
犠
牲
と
な

ら
れ
た
組
合
員
等
に
対

し
黙
祷
、
そ
の
後
平
野

理
事
長
か
ら
挨
拶
が
あ

り
引
き
続
き
協
議
に

入
っ
た
。

平
野
理
事
長
挨
拶
要
旨

　
①
今
後
の
組
合
運
営

に
は
、
政
治
連
盟
と
の

連
携
は
欠
か
せ
ず
、
ま

た
今
般
の
東
日
本
大
震

災
に
対
す
る
支
援
を
頂

い
た
他
県
組
合
で
は
加

入
率
が
ほ
ぼ
１
０
０
％

で
あ
り
、
今
後
共
同
活

動
を
行
う
た
め
に
も
本

県
の
加
入
率
を
高
め
る

必
要
が
あ
り
、
各
支
部

長
、
理
事
各
位
に
は
未

加
入
組
合
員
の
政
治
連

盟
へ
の
加
入
促
進
に
取

り
組
ま
れ
た
い
こ
と
。

　
②
青
年
部
が
本
年
20

周
年
を
迎
え
る
こ
と
と

な
る
た
め
、
親
組
合
と

し
て
は
、
物
心
両
面
に

わ
た
る
支
援
を
心
づ
も

り
し
て
い
る
こ
と
。

　
協
議
議
題
と
し
て
は

特
に
も
次
の
２
議
題
に

つ
い
て
協
議
し
た
。

　
平
成
23
年
度
（
第
39

回
）
通
常
総
代
会
開
催

結
果
へ
の
対
応
中
、
①

役
員
改
選
に
つ
い
て

は
、
三
役
は
再
任
さ
れ

た
こ
と
、
②
東
日
本
大

震
災
へ
の
対
応
に
関
す

る
収
支
状
況
に
つ
い
て

は
、
活
動
状
況
及
び
全

国
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
支
援
に
対
し
粗
品
を

添
え
て
お
礼
状
を
送
付

し
た
こ
と
、
仮
設
住
宅

建
設
に
関
し
、
受
注
者

が
仕
事
量
消
化
の
た
め

の
パ
ー
ト
ナ
ー
探
し

は
、
受
注
者
が
自
分

で
対
応
さ
れ
た
い
こ

と
、
③
一
般
用
電
気
工

作
物
調
査
業
務
に
つ
い

て
は
、
本
年
度
新
た
に

受
託
し
た
二
戸
、
久
慈

地
域
の
概
況
等
に
つ
い

て
、事
務
局
か
ら
報
告
、

説
明
が
な
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
④
青
年
部
創

立
20
周
年
記
念
事
業
に

つ
い
て
は
、
菅
野
青
年

部
長
（
理
事
）
か
ら
被

災
沿
岸
部
地
方
自
治
体

に
対
し
防
犯
灯
を
設

置
・
寄
付
す
る
こ
と
を

素
案
と
し
て
持
ち
合
わ

せ
て
い
る
こ
と
、
平
野

理
事
長
か
ら
は
、
本
事

業
を
含
め
積
極
的
に
支

援
す
る
意
向
が
示
さ
れ

た
。

　
⑥
電
業
協
会
と
の
共

同
事
業
の
進
め
方
に
つ

い
て
は
、
佐
々
木
専
務

理
事
か
ら
工
業
高
校
等

へ
の
支
援
活
動
に
つ
い

て
、
本
年
度
は
電
業
協

会
が
担
当
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
の
で
電
業

協
会
と
協
議
の
上
取
り

進
め
て
頂
き
た
い
旨
、

等
説
明
さ
れ
た
。

　

巨
大
地
震(

震
度
６

弱
以
上)

の
発
生
に
お

け
る
行
動
指
針
に
つ
い

て
は
、齊
藤
理
事
か
ら
、

今
般
の
東
日
本
大
震
災

を
教
訓
と
し
、
巨
大
地

震
発
生
時
の
工
事
組
合

と
し
て
の
対
応
（
危
機

管
理
）
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、
そ
の
取
扱
い

に
つ
い
て
協
議
の
結

果
、
対
象
は
巨
大
地
震

と
し
、
対
応
は
各
支
部

そ
れ
ぞ
れ
に
事
情
が
あ

る
の
で
「
指
針
」
と
す

る
こ
と
を
確
認
し
、
運

用
に
つ
い
て
は
支
部
の

裁
量
に
よ
る
こ
と
と
し

た
。

役
員
、
支
部
長
・
事
務
職
員

合
同
会
議
開
催

　
７
月
21
日
、
平
野
理

事
長
と
佐
々
木
専
務
理

事
は
被
災
さ
れ
た
大
船

渡
、
釜
石
、
宮
古
、
久

慈
支
部
に
赴
き
、
被
災

さ
れ
た
組
合
員
の
皆
様

に
対
し
、全
日
電
工
連
、

東
北
七
県
連
、
岩
手
県

　
平
野
理
事
長
ら

　
　
被
災
組
合
員
へ
義
援
金
、
激
励

　
平
野
理
事
長
ら

　
　
被
災
組
合
員
へ
義
援
金
、
激
励

電
気
工
事
工
業
組
合
か

ら
の
義
援
金
（
目
録
）

を
手
渡
し
、
被
災
さ
れ

た
こ
と
に
対
し
お
見
舞

い
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
激
励
を
行
っ
た
。

大船渡支部

釜石支部

が
ん
ば
ろ
う

岩
手
‼

  

負
け
な
い
ぞ

岩
手
‼
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全
国
設
備
業
Ｉ
Ｔ
推

進
会
第
６
回
定
時
総
会

が
６
月
９
日
、
東
京
で

開
催
さ
れ
た
。

　
席
上
、
全
国
設
備
業

Ｉ
Ｔ
推
進
会
犬
養
会
長

か
ら
平
野
理
事
長
に
対

し
て
見
舞
金
が
手
渡
さ

れ
、
平
野
理
事
長
は
支

援
に
対
す
る
お
礼
を
述

べ
た
。

　
な
お
、
こ
れ
に
先
立

全国設備業ＩＴ推進会

第６回定時総会開催

当組合の震災被害状況など報告

　
今
回
の
災
害
に
対
し

全
日
電
工
連
は
じ
め
各

種
団
体
等
か
ら
多
く
の

義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
て

お
り
、
県
工
組
と
し
て

は
、
被
災
組
合
員
等
の

生
活
、
業
務
再
建
に
有

効
に
使
用
頂
く
た
め
速

や
か
に
届
け
る
な
ど
対

応
し
て
き
て
い
る
。

●
全
日
電
工
連
か
ら

は
１
、９
５
０
万
円
、

東
北
七
県
連
か
ら
は

１
２
０
万
円
余
の
義
援

金
　
去
る
６
月
24
日
、
全

日
電
工
連
の
総
会
に
お

い
て
、
特
に
も
今
般
の

東
日
本
大
震
災
で
の
被

災
者
に
対
し
義
援
金
を

贈
る
こ
と
を
決
定
、
当

組
合
は
７
月
７
日
に
義

援
金
１
、９
５
０
万
円

頂
戴
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
な
お
、
う
ち
、
３
３

０
万
円
に
つ
い
て
は
、

特
に
も
支
部
事
務
所
自

体
流
失
し
た
大
船
渡
支

部
に
対
す
る
配
分
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

東
北
七
県
の
組
合
員
か

ら
は
、
被
災
組
合
員
に

対
し
東
北
七
県
連
を
通

じ
１
２
０
万
円
余
の
義

援
金
が
寄
贈
さ
れ
て
い

る
。

●
中
小
企
業
団
体
中
央

会
か
ら
50
万
円
、
支
援

組
合
表
彰
を
も
受
賞

　
去
る
７
月
４
日
に
岩

手
県
中
小
企
業
団
体
中

央
会
の
平
沢
専
務
理
事

が
来
所
、
平
野
理
事
長

に
対
し
義
援
金
と
し
て

50
万
円
寄
贈
さ
れ
た
。

（
写
真
）

　
な
お
、
去
る
５
月
12

日
に
開
催
さ
れ
た
中
央

会
通
常
総
会
の
席
上
に

お
い
て
、
災
害
救
援
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た

と
し
て
、
当
組
合
が
東

日
本
大
震
災
復
旧
復
興

宮古支部

久慈支部

ち
、
佐
々
木
専
務
理
事

が
本
県
工
事
組
合
に
お

け
る
「
東
日
本
大
震
災

の
被
害
状
況
そ
の
後
の

対
応
」
と
題
し
、
状
況

報
告
を
行
っ
た
。

支
援
組
合
表
彰
を
受
け

た
。

●
石
井
電
機
︵
兵
庫
県

工
組
︶
様
か
ら
更
に
義

援
金
頂
戴
、
副
島
由
紀

︵
個
人
︶
さ
ん
か
ら
も

　

石
井
電
機
様
か
ら

は
、
先
に
４
回
に
わ
た

り
工
具
、
器
材
の
支
援

を
受
け
て
い
た
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
今
般
社
内

の
物
品
の
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
に
よ
り
得
た
益
金

を
、
ま
た
、
副
島
由
紀

さ
ん
（
個
人
）
か
ら
も

義
援
金
が
寄
贈
さ
れ
て

い
る
。

平沢中央会専務理事から義援金を
受け取る平野理事長

各
種
団
体
な
ど
か
ら
義
援
金

生
活
・
業
務
再
建
へ

東日本大震災復旧復興支援組合表彰を受賞

犬養会長より見舞金を手渡さ
れる平野理事長

状況報告する佐々木専務理事

《自家用電気設備の保安管理を承ります》

※高圧で受電する施設の全般

※総出力１０００kw未満の発電施設の全般

まかせて安心、 電気保安のパートナー
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東
日
本
大
震
災
被
災

に
対
す
る
支
援
に
つ
い

て
は
、
特
に
も
全
日
電

工
連
、
同
政
治
連
盟
の

組
織
を
通
じ
て
多
く
の

支
援
物
資
、
義
援
金
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
こ
の
度
の
災
害
は
規

模
の
大
き
さ
か
ら
そ
の

復
旧
、
復
興
に
は
今
後

相
当
の
年
月
を
要
す
る

と
さ
れ
て
い
る
。復
旧
、

復
興
の
た
め
に
は
、
当

震災復興の実現のためにも

政 治 連 盟 へ
全員加入を！

然
、
今
後
、
国
、
県
等

に
対
す
る
要
望
、
陳
情

活
動
な
ど
が
伴
う
こ
と

と
な
る
が
、
こ
れ
は
本

県
は
じ
め
被
災
県
で
あ

る
宮
城
、
福
島
両
県
等

と
も
大
き
く
関
係
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
復
旧
、
復
興
を
円
滑

迅
速
に
進
め
る
た
め
に

は
、
被
災
県
工
組
が
一

致
団
結
し
て
対
応
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は

勿
論
で
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
政

治
連
盟
へ
の
本
県
組
合

員
の
加
入
状
況
を
み
る

と
、
宮
城
、
福
島
両
県

及
び
他
県
に
比
較
し
著

し
く
低
く
44
・
２
％
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
従
っ
て
、
本
県
政
治

連
盟
と
し
て
は
、
ま
ず

は
、
加
入
率(

１
０
０

％)

に
向
け
加
入
促
進

し
他
県
工
組
な
み
に
組

織
強
化
を
図
る
こ
と
が

急
務
で
あ
り
、
政
治
連

盟
未
加
入
の
組
合
員
の

皆
様
に
は
、
事
情
を
ご

理
解
賜
り
、
是
非
全
員

加
入
頂
き
た
い
と
し
て

い
る
。

評
議
員
会
開
催

　
６
月
23
日
に
開
催
さ

れ
た
評
議
員
会
で
は
、

工
事
組
合
役
員
改
選
に

伴
う
政
治
連
盟
役
員
に

平
野
理
事
長
は
じ
め
新

役
員
を
選
出
し
た
。

　
そ
の
後
、
平
成
22
年

度
事
業
実
施
結
果
及
び

平
成
23
年
度
事
業
計
画

　
平
野
政
治
連
盟
会
長

（
理
事
長
）
は
７
月
11

日
、「
東
日
本
大
震
災

復
興
対
策
本
部
」
の
津

川
岩
手
現
地
対
策
本
部

長
を
表
敬
訪
問
、
緊
急

を
要
し
た
仮
設
住
宅
建

設
の
経
緯
、
問
題
点
な

ど
に
つ
い
て
情
報
を
交

換
す
る
等
懇
談
し
た
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、

平
野
政
治
連
盟
会
長

（
理
事
長
）
か
ら
は
、

特
に
も
地
域
経
済
復
興

の
た
め
に
も
災
害
復
旧

関
連
事
業
は
地
元
業
者

に
優
先
的
に
発
注
さ
れ

た
い
こ
と
、
短
期
間
に

大
量
に
仮
設
住
宅
を
建

設
す
る
た
め
に
は
、
沿

岸
部
の
業
者
の
み
で
は

対
応
し
き
れ
な
い
場

合
、
内
陸
部
の
業
者
に

発
注
す
る
場
合
に
は
、

内
陸
部
業
者
の
採
算
が

取
れ
る
電
工
労
務
単
価

を
設
定
し
て
い
た
だ
き

た
い
こ
と
」
等
の
要
望

を
行
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
津
川
本

部
長
は
理
解
を
示
し
な

が
ら
も
、「
電
気
工
事

業
界
を
含
む
建
設
業
界

は
長
年
、
全
国
的
に
不

況
の
状
況
に
あ
り
、
今

回
の
災
害
復
旧
を
迅

　

平
野
理
事
長
・
政
治
連
盟
会
長

　
県
内
工
業
系
高
校
に

対
し
て
の
、
実
習
器
材

贈
呈
な
ど
の
支
援
に
つ

い
て
は
、
学
校
側
か
ら

継
続
要
望
の
あ
っ
た
事

業
で
あ
り
、
本
年
度
は

協
会
が
担
当
と
な
り
実

施
し
た
。

　
本
事
業
は
、
継
続
実

施
し
一
応
定
着
し
て
き

た
こ
と
か
ら
、
今
回
か

ら
は
各
支
部
が
主
体
と

な
り
、
所
在
高
等
学
校

と
協
議
し
そ
の
結
果
に

基
づ
き
実
施
す
る
こ
と

と
し
た
。

　

な
お
、
本
年
度
は
、

沿
岸
支
部
に
つ
い
て
は

東
日
本
大
震
災
に
よ
り

甚
大
な
被
害
を
受
け
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
所
在

支
部
が
実
施
困
難
な
場

合
に
は
、
地
理
的
に
沿

岸
支
部
に
近
い
内
陸
支

部
が
当
該
支
部
分
を
も

集
め
寄
贈
す
る
こ
と
と

し
、
収
集
期
限
は
７
月

11
日
を
目
途
と
し
実
施

し
た
。

県内工業系高校へ

実習器材を贈呈

県内工業系高校へ

実習器材を贈呈

７月８日㈮　千厩高校(一関支部) 

７月８日㈮　一関工業高校 ( 一関
支部 ) 

７月８日㈮　福岡工業高校 ( 二
戸・久慈支部 )

７月 11 日㈪　黒沢尻工業高校 ( 北
上・花巻支部 )

７月 20 日㈬　水沢工業高校 ( 水
沢支部 )

７月 20 日㈬　県立産業短期大学
校水沢校（水沢支部）

７月 12 日㈫　盛岡工業高校 ( 盛
岡支部 )

７月 12 日㈫　釜石商工高等学校
( 釜石支部、遠野支部 )

等
に
つ
い
て
審
議
の
結

果
、
承
認
さ
れ
た
。

　
な
お
、
大
船
渡
、
釜

石
、
宮
古
支
部
に
つ
い

て
は
、
本
年
度
は
会
費

を
全
額
免
除
す
る
こ
と

と
し
た
。

速
、
円
滑
に
進
め
る
た

め
に
も
地
元
業
者
以
外

の
業
者
の
参
入
・
協
力

も
必
要
で
あ
る
の
で
理

解
し
て
頂
き
た
い
」
と

の
意
向
が
示
さ
れ
た
。

７月 20 日㈬　大船渡東高校 ( 花
巻・一関支部 )

津
川
岩
手
現
地
対
策
本
部
長
表
敬
訪
問

津川本部長と平野理事長・会長

 
政
治
連
盟
だ
よ
り

組
合

協
会 

共
通
だ
よ
り
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岩
手
県
電
気
工
事
業
工
業
組
合
に
対
し

電
業
協
会
か
ら
は
48
万
円
の
義
援
金

　
７
月
14
日
電
気
工
事

会
館
に
お
い
て
、
工
藤

　
平
成
23
年
度
建
設
事

業
関
係
功
労
者
国
土
交

通
大
臣
表
彰
式
が
７
月

11
日
㈪
国
土
交
通
省
10

階
共
用
大
会
議
室
で
行

わ
れ
、
本
県
か
ら
は
５

名
が
受
賞
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
当
協
会

副
会
長
の
奥
田
誠
氏

（
相
光
電
気
㈱
社
長)

が
多
年
に
わ
た
り
電
気

奥
田
副
会
長
　
国
交
大
臣
表
彰
受
賞

会
長
か
ら
岩
手
県
電
気

工
事
業
工
業
組
合
平
野

工
事
業
に
精
励
す
る
と

と
も
に
、
ま
た
関
係
団

体
の
役
員
と
し
て
地
方

業
界
の
発
展
に
寄
与
し

た
と
の
功
績
が
認
め
ら

れ
、
受
賞
し
た
と
こ
ろ

あ
る
。　

理
事
長
に
対
し
義
援
金

48
万
円
（
目
録
）
を
手

渡
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
じ
電
気

工
事
に
携
わ
っ
て
い
る

団
体
と
し
て
、
ま
た
特

に
も
組
合
に
対
し
て
は

当
協
会
の
事
務
処
理
を

委
託
し
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
、
被
害
の
大
き

か
っ
た
大
船
渡
支
部
は

じ
め
沿
岸
支
部
に
対
し

支
部
、
組
合
員
の
業
務

再
建
の
一
助
に
し
て
頂

き
た
い
と
の
こ
と
か

ら
、
寄
贈
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
東
北
６
県
の
電
業
協

会
役
員
が
一
年
に
一

度
、
電
気
工
事
業
界
の

問
題
点
を
懇
談
、
協
議

す
る
集
い
が
今
年
も
７

月
21
日
に
宮
城
県
秋
保

温
泉
で
開
催
さ
れ
た
。

　
岩
手
、
秋
田
、
宮
城
、

山
形
、
福
島
、
青
森
か

ら
32
人
の
各
県
役
員
が

出
席
し
、
最
初
に
２
時

間
半
に
わ
た
り
、
各
県

か
ら
出
さ
れ
た
協
議
事

項
に
つ
い
て
活
発
に
意

見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

　
特
に
も
今
回
の
東
日

本
大
震
災
の
被
災
地
で

あ
る
、
宮
城
、
岩
手
か

ら
は
被
災
の
見
舞
い
に

対
す
る
御
礼
と
被
災
の

大
き
さ
、
悲
惨
さ
が
報

告
さ
れ
た
。
一
方
福
島

県
か
ら
は
今
な
お
原
発

の
問
題
を
抱
え
、
多
数

の
避
難
者
が
居
り
、
今

後
益
々
悪
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
と
深
刻
な
被
災

状
況
が
報
告
さ
れ
た
。

最
後
に
総
括
と
し
て
、

７
月
22
日
開
催
の
国
土

交
通
省
と
の
定
例
懇
談

会
で
次
の
よ
う
な
要
望

事
項
を
提
出
す
る
こ
と

に
つ
い
て
全
員
で
採
択

し
て
懇
談
会
を
終
了
し

た
。

要
望
事
項

　
被
災
地
域
に
お
け
る

建
設
業
か
ら
の
要
望
に

つ
い
て

　
東
日
本
大
震
災
の
影

響
に
よ
り
、
岩
手
、
福

島
、
宮
城
の
各
県
沿
岸

部
を
中
心
に
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
た
こ
と

は
、
周
知
の
と
お
り
で

あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
今

後
、
被
災
地
の
速
や
か

な
復
興
を
目
指
し
、
被

災
地
域
の
建
設
業
の
活

力
を
促
し
て
い
く
た

め
、
あ
る
い
は
建
設
業

が
事
業
を
継
続
し
て
い

く
た
め
の
方
策
と
し

て
、︹
建
設
業
へ
の
融

資
、
保
証
制
度
等
の
創

設
、
拡
充
策
︺
た
と
え

ば
工
事
車
両
、
工
具
等

の
諸
設
備
融
資
策
、
さ

ら
に
は
︹
建
設
業
の
雇

用
を
創
出
す
る
た
め
の

方
策
︺な
ど
に
つ
い
て
、

国
の
全
面
的
な
協
力
、

支
援
が
必
要
不
可
欠
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
是

非
協
力
ご
支
援
を
要
望

し
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
こ

れ
ら
に
対
す
る
検
討
状

況
や
取
組
な
ど
に
つ
い

て
も
ご
教
示
願
い
た
い
。

第
16
回
東
北
６
県
電
業
協
会
役
員
懇
談
会

盛
会
裡
に
終
わ
る

　
社
団
法
人
　

岩
手
県
電
業
協
会

　
協
会
だ
よ
り

テクノロジーを通して

『人間の暮らしを豊かにします』
インテリジェントビルから日本酒の醸造システムまで

☆受配電・制御システムメーカー☆

古川電気工業株式会社
代表取締役社長　茂　泉　勝　弘
盛岡支店支店長　中　村　伸　之

本　　社／仙台市宮城野区扇町二丁目１－１０ ☎022－236－6031
盛岡（支）／盛 岡 市 中 野 一 丁 目１７－７ ☎019－623－6421
工　　場／仙台市宮城野区扇町二丁目１－１０ ☎022－236－6317

財団
法人　東北電気保安協会

岩手事業本部／〒020-0851 盛岡市向中野字八日市場64－2　☎019－631－2552
（事業所）盛岡・二戸・久慈・釜石・宮古・大船渡・水沢・一関・花北

●受電電圧7,000V 未満自家
用電気設備並びに1,000kw
未満発電所の保安管理業務

●自家用電気設備の試験業
務、技術業務等

●一般用電気設備の定期調
査業務と受託検査業務

●電気使用安全の広報業務

当協会では、次の業務を行っております。

電気安全の確保に 技術と真心で奉仕しております

《電設資材総合卸商社》

　　株式会社　三ツ星商会
本社　〒 020-0816　盛岡市中野２丁目 15－ 1
TEL（019）652-4141 ㈹　FAX（019）623-5248

《取扱品目》
オール電化機器（太陽光発電設備ＩＨクッキングヒーター・エコキュート・蓄熱暖房）の販売設置工
事／地上デジタルテレビ、空調機器（エアコン）等の販売並びに取付工事／ロードヒーター・システ
ムキッチン・照明器具・配線器具・電線ケーブル・配管電路資材・放送通信機器・防災防犯機器・受
配電設備機器・分電盤・キューピクル・トランス・リフォーム工事（ＯＡフロア）

【岩手支店】
盛岡営業所 〒020-0816 盛岡市中野２丁目 15 － 1
  TEL（019）652 － 4141
宮古営業所 〒027-0052 宮古市宮町３丁目 9 － 36
  TEL（0193）63 － 6443

【秋田支店】
秋田営業所 〒010-0918 秋田市泉南２丁目 14 － 1
  TEL（018）863 － 2411

盛岡北営業所 〒020-0125 盛岡市上堂３丁目 9 － 45
  TEL（019）645 － 0990
花巻営業所 〒025-0091 花巻市西大通２丁目26－5
  TEL（0198）23 － 1800

横手営業所 〒013-0061 横手市横手町字上真山1番地
  TEL（0182）33 － 4711


